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りになっている停車場。例 上野駅の地平部， 青森，門司港。

イ 通過式停車場 (through-type station) 活発本線が通過式

になっている停車場。中間停車場は当然この形式が多いが， 終

端停車場でも東京，大阪はこの形式である。この阿形式はそれ

ぞれつぎのような長所短所を持っている。まず頭端式では (7) 

運転上からは列車の出入りに交差を生ずるため，危険であり線

路容量が制限される げ) 俄|刻専の転向に困難であるなどの短

所を持ち (ウ) 市街地あるいは臨港地帯に衆入れる場合には工

事政がやすい (エ) 駅本屋から線路を徽断することな く列車に

到達できるなどの利点がある。通過式はほぼこれと反対の長所，

短所を持つが，運転上からは通過式とすることが望ましい。ウ

スイッ チパック停車場 (sw i tch back station) 着発本線が

折返運転によって列車の発着をするようになっている中間停車

場。急勾配区間中に停車場を設ける場合， 停車場内の勾配が急

である と列車の発着に支障があるので，緩勾配の発活線を折返

式に本線から分岐そう入したものである。例 笹子，腕捨。

3 停車場設備 停車場内には鉄道輸送に直接関係ある 営

業 ・ ìlli転 ・ 保守各部門の現場機関が収容されるから， その内容

はきわめて後雑多岐にわたり， その鋭敏も数 10 万m' の構内に

100km 以上の線路を有 し 1 ，000名をこえる職員が働くよう な大

停車場から，たんに乗降場 1 函を有するのみで職員を配置しな

い小さなものまである。一般に停車場椛内に収容されることの

多い業務機関の極類と ， その数をあげると表 1 のようである。

また停車場桝内に設けられる設備の内容を分類すると表ー2 の

ようになる。

4 停車場の位置の選定停車場の第 l 表国鉄業務織|刻

位置選定の良否は客貨輸送上ならびに (昭和 32 ・ 3 月末現在)

列車運転上， またその地方の発展上重

大なJîtj皆、があるから慎重な考l低を要す

るが， だし、たし、っき.の条件を考える必

要がある。 (1) 旅客貨物の集散の中心

地に近いこと (2) 他の交通話盟関との

連絡を容易ならしめる場所であること

(3) 十分な地僚を有 し将来肱援 ・ 改良

の余裕を有する場所である こ と (4) 

なるべく水平の位置を選定すること。

建設規程では停車場構内の本線路の勾

配は，その本線路の最端転轍器(最端

転倣綜外が下り勾配である場合はこれ

より外ブ!j 20 m の箇所)の閑，および列

車の停止区域において 3 .5%，より緩に

すること，しかし車両の解決をしない

場合で列車の発着に支障のないときは

10%，ま で緩和できること。íUlj線の勾西日

も 3.5%，より緩にすることが定めてあ

る。しかしたとえば機走線，ハンプの

事11上げ線， 転走線など特別の場合はこ

れによ らなくても よい (5) なるべく

直線区間であること。これは列車運行

の場合， ならびに桝内作業の際の見通
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しを良好ならしめるため，構内配線を良好ならしめるため， ま

た采F草場にそう部分では曲線部分における車両偏{告によ る乗降

場と車体主の離れを小にし，乗降の際の危険を小ならしめるた

めなどのために必要て‘ある (6) 停車場に近接して本線路の急

勾配，急曲線をできるだけ避けること (7) 土工量が少なく ，

大きな河川・ 道路などが停車場構内を徽断するような場所を極

カ避けること (8) 都市発展の障害とならないよう考慮する こ

と。また停車場周辺は都市の中心地帯 と なるのが普通であるか

ら道路との交差については十分慎重な考慮をはらう必要があ

る。

なお|主l鉄において見られる仮乗降場は駅または停車場と l乎ば

ないのが普通であるが，これも広義の停車場という こ とができ

る。また国鉄が経営する自動車路線において， 自動車を停車さ

せ旅客 ・ 荷物を取扱うため設けられた場所も停車場と称するの

が普通である。

また停車場に関連する用語のうちには， 以上の停車場よりも

さ らに広い範囲の場所を指して用いることも少なくない。国鉄

の固定財産の分類上の L停車場用地1 とは， 厳密の窓味の停車

場ばかりでなく，同一構内にある他の現業俄闘の業務に供する

用地等を含み(日木固有鉄道固定財産管理規程別表 2 参照)，国

鉄勘定科目の工事経路中改良質(款)停車場設備費(項)の停車場

も 区等を含んどものを指す。

5 地方鉄道における停車場

(1) 窓豊島と内容 地方鉄道建設規程(大正 8 年閣令第 11 号)

の第 3 条に，旅客または荷物を取扱うため列車を停止する箇所

であって， 転鰍総の設備のあるものを停車場といい， 転轍緑の

設備のないものを停留場というと定義されている。この地方鉄

道の停車場 と 停留場を合わせたものが， 国鉄の建設規程 (aB和 4

年鉄道省令第 2 号)第 5 条にいう駅に相当する。したがっ て国

鉄でいう停車場とは用語の意味がちがうわけである。また停車

場の設備については，地方鉄道建設規程につきrのように規定さ

れている。 ( 1 ) 停邪場および信号所には電気通信の設備をしな

ければならないこと ， ただし駅員を常置しない停車場にあって

はこ の設備をしなくてもよいこと(第 31 条)0 (2) 旅客の乗降

の多い停車場には待合所 ・ その他相当の設備を しなければなら

ないこと(第 32 条)。

(2) 現 状 IIB和 3 1 ・ 3 ・ 31 現在， 地方鉄道の停車場の数は

2，362 である。 地方欽道における停車場のなかで変ったものと

しては地下停車場， ピノレ内停車場， 高低両床式ホ ー ムを有する

停車場， ドー ム式上家を有する停車場等がある。地下停車場 と

しては，地下鉄道のものを除いては，京成電鉄の上野公園，名

1. )也下停車場の例(阪神電鉄線田駅)

古屋鉄道の新名古屋，阪神飽鉄の悔困(写真ー1) 等があり ， ピノレ

内停車場としては，浅草松屋百貨店の 2 階に乗り入れている東

武鉄道のタ ー ミ ナノレの浅草がある。また高低岡床式ホームとは

地方鉄道の線路へ軌道(法制j上の)の車両が爽り入れているよう

なと ころに多く見られるもので，地方鉄道の車両へ乗降するた

めの高いホームと，軌道(法制上の)の車両へ乗降するための低

いホームとの 2 つの部分よりなっている乗降場のこ と で，京福

篭気鉄道の宝ケ池等の停車場に見られる。 ド ー ム式乗降場上家

を有する停車場としては，京阪神急行の梅田， 南海電気鉄道の
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